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カミュとスタンダーノレ
一一『異邦人』と『赤と黒』をめぐって一一
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De nombreux ecrivains ont ete cites comme《mtercesseurs》（Castex)de L’＇Etranger. Mais 
parmi eux, Stendhal serait l’un des plus importants. Au cours de sa vie, Camus a tant lu et 
relu !es ouvrages de Stendhal que l’on peut etablir un parallをleentre L 'Etranger et Le Rouge et 
le Noir. 
En efet, les deux heros de ces romans commettent un crime dans un et昌tde delire, assistent 
a leur proces avec la meme indifference et sont condamnes a mort pour un motif qui n’a aucun 
rapport avec leur crime: 1’un est condamne comme“monstre moral”（L’'Etranger), 1’autre parce 
que r吾voltecontre le syst色mesocial. De plus, tout comme Julien Sorel, Meursault aime les 
lieux eleves qui lui procurent la serenite, facilitent sa m剖itationet lui assurent ainsi une sensa-
tion de liberte, d’innocence et de bonheur. Enfin, apr色savoir ete condamnes, tous les deux 
句rouventdans leur cellule l’amour pour un etre supreme: Meursault comprend la mani色rede 
vivre de sa mをreet decide de revivre comme ele son propre passe. Julien decouvre l’amour 
de Mme de Renal qui represente pour lui non seulement J'amie ideale mais aussi une m色re.
Cependant, derriere ces ressemblances transparaissent des differences: Meursault, employe a 
Alger, ayant perdu toutes ses iJlusions, est tout a fait etranger au prob！色mede l’amour envers 
son amie et a l’ambition qui force a agir non seulement Julien mais aussi Jes personnages des 
reuvres typiques du 19• siecle (La Comedie humaine, Bel Ami etc.). D'ailleurs, la construction 
『異邦人」と『赤と黒』のテクス卜はプレイヤッド版を使用した。
Albert CAMus, Theatre, Re，α＇ts, Nouvelles, Gallimard, 1967. 
STENDHAL, Romans, Gallimard, 1977. 
なお，邦訳は，『異邦人』については『異邦人』（窪田啓作訳，新潮文庫， 1968）から，『異邦人』以外
の Camusの作品については『カミュ全集』全十巻（新潮社）から，『赤と黒』については『赤と黒』（桑
原武夫 生島遼ー訳，河出書房， 1967）からほとんどそのままの形で借用したことをお断りしておく。ま
た，『異邦人』と『赤と黒』からの引用については，引用文直後に直接プレイヤッド版のページ数を示し
fニ。
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de chaque ouvrage presente les caracteristiques de leur temps. Dans Le Rouge et le Nair, ecrit 
a latroisiをmepersonne, le narrateur occupe la place d’un Dieu tout puissant et explique tout. 
Par contre, dans L'Etrangeκecrit a lapremiをrepersonne, le point de vue du narrateur est 
limite et coincide avec celui du heros: le lecteur ne peut savoir ce que le heros~narrateur ig-
nore. 
Plus on trouve des ressemblances, plus s’approfondissent les differences. L’intrigue de ces 
deux ouvrages est si proche (crime-proc色scondamnation a mort) que l’on ne peut voir dans 
ces ressemblances l’effet du simple hasard. On ne peut pas non plus les considerer comme le 
resultat d’une influence tant chacun de ces themes a hante Camus tout au long de sa vie. 
Comment Jes considerer alors? La lecture du Rouge et le Nair a-t一eleaccelere I’union de 
chacun des th加1esqui preexistaient chez Camus? Autrement dit, Le Rouge et le Nair a t i agi 
sur L’'Etranger comme catalyseur? 
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v.結語
『異邦人』 L’'Etrangerの文学的源泉については従来多くの作品が指摘されてきた。カステ
ックスは『異邦人』の「仲介者Jintercesseursとして，スタンダール（『赤と黒』 LeRouge et 
le Noir), ドストエフスキー（『罪と罰』 Crimeet Chdtiment，『カラマーゾフの兄弟』 Les 
Freres Karamazov，『白痴』 L’1diot），ジィド（『背徳者』 L'Immoraliste），カフカ（『審判』 Le
P切りces，『変身』 LaMetamoゆhose），サルトル（『幅吐』 LaNausee，『壁』 LeMur），それにジ
ヤン・グルニエ（『孤島』 LesIles）等の名をあげているI)。その他主要なものだけでも，ヴォ
ルテール（『カンディド』 Candide，『ザディーグ』 Zadig），ユゴー（『死刑囚最後の日』 Le
1 ) Pierre Georges CASTEX, Albert Camus et 《L’'Etranger》， JoseCorti, 1965, pp. 41 66. 
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Dernier jour d'un condamne），ヴイニー（『詩人の日記」Lejournal d’unρoete），マルロー （『征
服者』 LesConquerants，『王道』 La Voie royale），メルヴイル（『ビリー・パッドJBillv 
B耐），へミングウェイ（『日はまた昇る』LeSoleil se伽 aussi） といった名があげられるしJ
最近では，アヴリーヌ（『囚人JLe Pr；…ier） との比較研究も刊行されているj このよう f~
おびただしい数の作家名・作品名が『異邦人』の「仲介者」として名を連ねているのが現状で
ある21。
だが，このような比較文学的アプローチに対するベルナール パンゴーの批判は手厳しいハ
「『異邦人」の文学的〈源泉〉について，ながながと述べることが有益であるとは思えない：
伝統的批評の無力がはっきり現われる領域があるとしたら，それがまさにこの領域であるJ； 
痛烈に皮肉り，さらに，「それに類似は，たとえそれが明らかであっても，大した証明にはな
らなし のスタンダールを例にとろう。 A アブーは，『異邦人」と恥黒」の血縁関係を一
力のあるやり方で解明したo しかしこの本が死刑宣告の物語でもあるとし寸事実から カミ
ユが小説の着想をスタンダ、ールにあおいだと結論することができるであろうかつわたしはむ
しろその逆だと思う η つまり，彼が『赤と黒』に魅惑されたのは，処刑のテーマが彼にとりつ
いていたからなのである310」
これを受けて，西永良成氏は，『異邦人』を他の作品と関連づける，源泉批評について次の
ように述ベてLるO
意味のあるものにはちカ：L、なL、のだが，大体においてこの作品のく非異邦性〉を仮定するだけ
で，その本質をなす〈異邦性〉のほうは，皮肉にも無垢のまま残す結果に終わっているったと
えば，アブーは『赤と黒」のジユリアン・ソレルとムルソーとの親近性を見事に明るみに出し
てみせる。しかしそれだからといって，はたしてカミユはスタンダールの影響を受けた結果
『異邦人』を書いたと結論できるだろうか。事実はむしろ，パンゴーもいうように，カミユは
死刑執行のことに関心を抱いていたからこそ，同様の筋を持つ『赤と黒』に魅力を覚えたと考
えるのが自然ではなかろうかo なぜなら，とりわけ文学とし寸領域にあっては，影響が幸福な
かたちであらわれるためには，受ける側にそれなりの準備が予め必要とされるのが常だからで
ある。そしてこのことはおそらく，アブーの研究だけでなく『異邦人』をめぐるあらゆる源泉
批評についてもし火、うるはずである410I 
2）少ヤ古くなるが， LettresModernesから定期的に刊行されていた1971年と1972年の「カミユ特集号」
(Albert Camus 4, Albert Camus 5）にのせられた比較研究のリストによれば，カミユと何らかの形で関
連つけて論じられた作家の数は，すでに200名近L、数にのぼっているO
3 ) Bernard PrNGAUo, L’'Etranger de Camus, Hachette, 1973, PP田 27-28. 邦訳，花輪光訳，「カミユの
『異邦人』J，審美社， 1975,pp. 39 40. 
4）西永良成，「評伝アルベール・カミユJ，白水社， 1976,pp. 78 79. 
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しかしながら，文学作品は自然発生的に生まれるものではなく，反面教師的な側面をも含め，
先行する作品の何らかの「影響」のもとに生まれるのだとすれば，酷似する作品を比較し，そ
こから各々の作家の独自性をひきだす研究方法があながち意味がないものとはいえないだろ
う。比較文学者ヴァン・チィーゲムの言葉に耳を傾けてみよう。「実際には，精神の所産物は，
めったに孤立していなし、。絵画，彫像，ソナタと同様に，毒物もまた，作者がそれを意識しょ
うがしまいが，一つの系列に加わっているのである。主主物には先，駆者があった。後継者も持つ
ことだろう。文学史は，書物を様式，芸術形態，それが所属する伝統のうちに位置づけなくて
はならないしそれが受けついだものと創造したものとを測定して，作者の独創性を評価しな
くてはならなL、。（中略）ある著名なさ物はむしろ到着点なのである。べつのある著名な毒物
は出発点である。多数の著名なさ物は到着点と出発点である。いずれにしても，受容した影響，
または及ぼした影響の作用は，文学史の本質的な要素にほかならない51。」
確かに，二つの作品にみられる問。のテーマの反復が，ヴァン・ティーゲムの言うような，
比較文学の研究対象となる明白な影響によるものか，パンゴーや西永氏の言うような，単なる
偶然の類似があるだけなのかを識別することには困難が伴う。本論のtl的は，従来の研究成果
をふまえながら『異邦人』と『赤と黒」の類似性を検証し，さらにこれまであまり論究されな
かった両作品の「呉邦性」を浮き彫りにしつつ，両作品の関係をさぐることにある。
I 
「ある作品の源泉研究は，作者自身がそうとはっきり認めていない場合には，危険が伴うこ
とが多い61」とピエール＝ルイ・レは述べている。源泉や影響をさくる上では，影響を受けた
と想定される作家が，「仲介者Jの書物を読んだことが，前提として証明されなくてはならな
いだろう。
カミュの作品や『手帖』 Carnetsをみると，彼がスタンダールの熱烈な愛読者だったことが
みてとれる。カステックスは，スタンダールの『イタリア年代記』 Chroniquesitaliennesから
とった『結婚』 Nocesのエピグラフや『手帖』に散見される『イタリア年代記』の記述から，
「早くから，彼（＝カミュ）は『赤と黒』，とりわけその最後のページにっし、ても考えてい
たりと述べ，さらに，カミュの師でもあるグルニエの『孤島』の中にある「牢獄でのジュリ
5) P. Van T1EGHEM, La Litterature comparee, Collection Arman Colin, 1946, pp. 11←12. 邦訳，富田仁
訳，清水弘文堂， 1973,pp. 7-8. 
6) Pierre Louis REY, L 'Etranger Camus, Hatier, 1978, p. 14. 
7 ) P. G. CAsTEx, op. cit., p. 43. 
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ア，ン・ソレルの沈黙」が若きカミユに強い影響を及ぼしたろうと推測し，『反抗的人間』
L 'Homme revolteと『理知と断頭台』 L'Jntell信仰ceet l'Echaj仰dの中でジユリアン ソレル
について述べた箇所をとりあげている。
アンドレ・アブーは，それを受けて，『シーシユポスの神話』 LeA⑫the de Sisypheや「シャ
ンフォール『簸言集』への序文」 Introductionaux《Maximes》deChamfoげなどにみられるス
所ばかり 8)Jあると指摘しそれらを詳細に紹介している。
タンダールへの言及を付け加え，さらに，『手帖』の中にはスタンダールに関する件が「30箇
こうしたことから，生涯にわたって，カミユがスタンダールの愛読者だったことがわかるが
この中でとくに我々の興味をひくのは，『結婚』 0939年刊）のエピグラフと『孤島」（1933年
刊）にあるジユリアン・ソレルへの言及であるo というのも，この二つだけが，『異邦人』完
成（1940年）以前にカミユがスタンダールを読んでいたことを証明し，『赤と黒』に興味を抱
いていただろうことを想定させてくれるからである。
まず，『結婚』のエピグラフを引用してみよう。
死刑執行人はカラーフア枢機卿を絹紐で、絞めたが，紐が切れてしまった。もう一度やり直
さねばならなかったo 枢機卿はひとこともいわず，死刑執行人をみつめた。
スタンダール（『バリアノ公爵夫人』）9) 
絶対に逃れられぬ死刑執行のこのイメージは，死刑判決後のムルソーの省察にも出てくる。
よく考えて，事を冷静にながめると，あの斬首装置において不都合な点は，それにはチャ
ンスがないこと，正しく絶対にないことだ，ということがわかったo 結局，断固として，
受刑者の死は確定してしまう。それは処理済みであり，決定的組合わせであり，協約成立
であり，そこに取消しの余地はなL、。何かの拍子で，やり損じがあったとしても，やり直
すだけだ。（1204)
この類似の他に，ムルソーもまた枢機卿同様，従容として死を受け入れることを付け加えて
おこう。
また，『孤島』に寄せた「序文Jで，カミユはグルニエのこのエツセエを20歳の時に読み，
8) Andre Assou, A la rencontr官d'uun u ivers romanes司ue:Camus et Ste柑dhala traveη L 'Etranger et Le 
b岬 Eet le Noir in Albert Camus 1, Lettres Modernes 1968 p. 96. もちろん，刊行年からし、って，『手
帖2』白m的 Hまでの数字で，『手帖3』CarnetsII’は含五れない。
9 l CAMus, Essais, Biblioth. de la Pleiade, Gallimard, 1965, p. 53. 0 
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決定的な影響と啓示を受け，この読書体験から創作を決意したと告白している。したがって，
カステックスが指摘するように，獄中のムルソーを描く際に，『孤島』の中にある「牢獄での
ジュリアン・ソレルの沈黙」に大いに触発されただろうことは想像にかたくなL、。
ただ，カステックスの研究は1965年のものであり，またアブーのそれは1968年のものであっ
て，当時はまだ『カミュ＝ク守ルニエ往復書簡』 CorrespondanceAlbert Camus jean Grenier 
や『カイエ アルベール・カミュ~ Cahiers Albert Camusといった資料は刊行されてはいな
かったυ それらの新資料の中に，『異邦人』刊行以前のカミュのスタンダール体験，スタンダー
ル讃美の痕跡を辿ることができるの
カミュと彼の師との「往復書簡集」を開けてみよう。 1932年8月25日付のカミュの手紙に，
次のようなー節がある。
タンダールとの出会いがなされていたことが裏付けられるからである。とともに，これらの引
用文から，自己の体験が色濃く投影されていた習作『モール人の家』 LaMaison mauresque 
執筆直後の反省から，没個性的な7客観性の必要を痛感し，「年代記作者としてのスタンダー
ル121j に傾倒してL、く青年カミュの姿がみてとれるのである。
「~~斡が説得力あるものとなるに十分，カミユはスタンダールを愛読していた13リといえる
し，『異邦人』完成以前に，グルニエの教えやタイトルに魅かれて141，『赤と黒』を読んでいた
だろうと想像されるのである。
では次に，具体的に『異邦人』と『赤と黒』とを比べていこう ο
m 
お葉書ありがとうございました。スタンダールの肖像はとても気に入りました。
J evous remercie de vos cartes. Le portrait de Stendhal m’a beaucoup plu 101. 
スタンダールを読んで得ること。それは，表にあらわすことに対する軽蔑である。
（中略）
一日中，スタンダールを再読した。仕事をすることは不可能だった。『カストロの尼』と
『イタリア年代記』だ。それらはぼくを感動させはしない。だが，ぼくを満足させてくれ
る。なんという個人の客観性があることか！それこそぼくが学ばなければならない手本
だ。 Gの言っていることは正しし、1110
『異邦人』と『赤と黒』は基本的に類似構造をとっている。ムルソーもジュリアン・ソレル
もともに，犯罪を犯し裁判にかけられ，死刑を宣告される。これらの類似については，カス
テックスやアブーがすでに指摘しているが，その見解を援用しながら，以下，二人の主人公の
足跡を辿ってみることとする。
まず，犯罪について考えてみよう。二人とも，ある種の錯乱状態、に陥り，ピストルを発射す
ると L、う共通点が見出せる。ジュリアンは，逆上し，腕をふるわせ，「生理的興奮と半狂乱の
状態」（649）のまま引き金をひき，レナール夫人を負傷させてしまう 1510 ムルソーの方は，無
帽の頭に直射する太陽のために日射病状態に陥り，ピストルの上で手をひきつらせ，アラブ人
を殺害してしまうのである。
三土三，一方は殺人未遂，他方は殺人で裁判にかけられるゆ。が，二人とも裁判には無関
12) Albert CAMus, Carnets I, Gallimard, 1964, p. 23. 邦訳，高畠正明訳，『反抗の論理 カミュの手帖
-2』，新潮社， 1970,p. 19. 
13) P. L. REY, 0ψα＂t., p. 14. 
14）カミユの作品のタイトルは，主題を一語で表現したものが多いが，しかし『裏と表』『追放と王国』
とし、ったように， ー般的には相対立する概念を並列させて表題に用いる傾向もあった。 19世紀にしては
斬新な『赤と黒」というタイトルにカミユは魅力を覚えたのではなかろうか。
15）ジュリアンの犯罪は，彼が判事や弁護士や法廷で繰り返しぎうような「計画的」なものではない。も
ちろん，ジユリアンはレナール夫人を殺害する日的で， ピストルを買い，装喚させはした。だが，その
事実とはうらはらに，レナール夫人からの中傷の手紙を見てからパリを発ち，ヴエリエールの教会でh発
砲するまでのベージ数は，プレイヤッド版でわずか2ページにみたず，この短かいページ数からも，彼
の犯罪が発作的な，衝動的なものであることが伝わってくるO 数歩うしろからの発砲にもかかわらず
玉が当たらず，また，つづL、て発射した二発flが急所をはずれたことも，彼の心の動揺を物語っている。
16）『異邦人』では裁判は全体の1/5を占めているが，『赤と黒』ではわずかl章が割かれているにすぎな
ク守ルニエからの手紙には数枚の絵葉書が同封されてレたのだろう。中でも，カミュの気に入
ったのはスタンダールの肖像画だった。敬愛する作家の肖像画をtiにした18歳の青年の喜び、が
｛云わってくるようだ。
この前後，ク守ルニエはカミュにスタンダールをすすめたのではなかろうか。 1933年4月の『読
書ノートJNotes deルctureには次のような記述があり， Gというのはク守ルニエと考えられる
からである。
???
??????????????
「再読した」 AireluとL、う表現に注t1しよう。このことばから，この時期以前にすでにス
10) Correspondance Albert Camus-Jean Grenier 1932 1960, Gallimard, 19制， p.13. 邦訳，大久保敏彦
訳，国文社， 1987,p. 16. 
1) Albert CAMus, No的 delecture avril 1933 in Cahiers Albert 白mus乙 Gallimard,1973, pp. 
201-202. 邦訳，高畠正明訳，『直観」，新潮社， 1974,pp. 73 74. 
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心な態度を示す171。『赤と黒」では，「拙劣なフランス語で，この犯罪の残虐性を説いて悲憤
3んきゃ〈せに ひ Aん
i康慨」（673）する検事補の肉声は我々読者には届いてこないし，裁判長の声や弁護士の弁論は
まったく聞こえてはこない。このことは主人公ジュリアンの裁判に対する無関心を端的に示し
ている。『異邦人』でもまた，裁判長の儀式的なことばも，検事の論告も，弁護士の弁論も，
ムルソーには退屈なものにうつり，断片的にしか彼の耳には，つまりは我々読者の耳には聞こ
えてこなし、のである。
『赤と黒』では，逮捕以後に新たに登場する人物，すなわち判事・弁護士・検事補・告解師
などにはいずれも名前がつけられてはいなL、。『異邦人』でも， H部になってはじめて登場す
る人物，つまり予審判事・弁護士・検事・司祭などにはいすeれも名前がついていない。このこ
とによって，彼らが，人間性を喪失し，社会の－ －歯車にすぎなくなっていることがよく示され
ているのだが，そうした人物たちによって進められる裁判は，二人の主人公の日には退屈な儀
式としてしかうつらないのである。
ジュリアンの場合，殺意はあったにせよ，レナール夫人が軽症で、すんだことや彼自身の悔恨，
また，レナール夫人の奔走やマチルドの画策，世間の同情を考えあわせれば，死刑にはなりえ
なかったはずである。ムルソーの場合はどうだろうか？植民地下のアルジエリアで，武装し
たアラブ人を殺したからといって，死刑にはなりえなかったはずで、ある18)0 そういう状況をぬ
きにしても，ムルソーの光に対する過敏な感覚を訴え，正当防衛を主張すれば，無罪とまでは
し、かぬにしても，死刑は免れえたはす守で、ある。にもかかわらず，二人とも死刑を宣告される。
ここにも二つの共通する理由を見出すことができる。
まず，二人とも虚偽の証言や陳述を拒否したことがあげられる。ジュリアンは「嫉妬」を理
由として，弁論を有利にすすめることを拒む。ムルソーもまた，埋葬の日「自然の感情をおさ
えつけていた，といえるかJと弁護士から尋ねられると，「言えない，それはうそだ」（1172)
と答える191。二人とも，ちょっとした嘘をついたり，妥協をしさえすれば，極刑は免れたはす’
であるO だが，彼らは，あくまでも自己の心に誠実に生きようとし虚偽の陳述や演戯を拒む
のである。
17) Castexは次のように指摘しているO Meursault et Julien Sorel sont done pareillement etrangers a 
leur proces. (P.-G. CAsTEx, op. cit., p. 46.) 
18) 0’Brienは次のように言っている。 Enfait, il aurait ete tres etonnant que la justice frarn;:aise 
d’Algerie condamne un Europeen a mort pour avoir tire sur un Arabe qui le menac;:ait de son 
couteau et qui avait, peu auparavant, deja blesse un autre Europeen. (Conor Cruise O’BRIEN, Albert 
Camus, Seghers, 1970, p. 31.) 
19) A. Abbouは次のように指摘している。 lsretrouvent toutefois leur volonte pour refuser Jesゆだ似
mensonges》desavocatsー invoquerla jalousie pour Julien, le refoulement des sentiments le jour de 
l'enterrement pour Meursault. (A. ABBOU, op. cit., p. 115.) 
第二の共通点は，「行為によってではなく，態度によって死を言い渡される20）」という点に
ある。つまり，二人とも，犯した罪ではなく，彼らが有しているにせよそうでないにせよ，体
制への挑戦的態度とし、う側面によって裁かれるのである。
ジユリアンの判決を決定づけるのは，他でもない，次のような彼自身の長い証言である21)0
陪審員諸君
死にのぞんでは今さらそのようなものを恐れまいと考えていましたが，やはり侮辱される
ことがし、やだから，ここに発言いたします。諸君，わたくしはあなたがたの階級に属する
名誉をもちません。あなたがたのお目に映るわたくしは，おのれの卑しい身分に反抗した
一介の百姓にすぎないのです。
わたくしはけっして黒本照り亨を求めません。（とジユリアンは声を強めてつづける）わ
たくしは少しも幻想をもたずに，．死がわたくしを待っていることを知っています。それは
正当なことです。わたくしはあらゆる尊敬，あらゆる敬意にふさわしき婦人の命を害しよ
うとした人間なのです。レナール夫人はわたくしを母親のようにいたわってくださいまし
た。わたくしの犯罪はh守五のやり口で，しかも苛画的てあったのて、す。だから，陪審員
諸君，わたくしは死刑にあたいします。万一わたくしの罪がより軽くあったにせよ，わた
くしは，わたくしの少年時代が同情にあたL、するものであったことなぞは考慮せずして，
このわたくしを見せしめに罰し卑しい身分に生まれながら，いわば貧困に苦しみつつも，
やがて幸運によってりっぱな教育を与えられ，すすんで大胆にも富者が誇りをもって，社
交界と呼んでいる世界にもぐりこもうとする青年どもをいましめようと思っている方々
が，おられることをわたくしは知っているのです。
わたくしの罪はかくのごとくであります。そしてそれは，わたくしをさばく人々がわたく
しと同じ階級の人でないという事実によって，なおさら照牒に罰せられるでありましょぅ。
(67 4 675) 
この証言によって，陪審員は「階級」意識に目覚めさせられる。そして，彼らは，ジユリア
ンの内に，自分たちとは本質的に対立する平民の姿，歴史の歯車が再度逆転すれば・彼ら自身を
断頭台に送るかもしれぬ平民の姿をみ，成り上り者のヴアルノは，若き日の己れの姿，否，そ
れ以上の才智を備えた若者の姿をみ，自己保全のために，ジユリアンに死を求刑するのである。
20) Ibid., pp. 106 107. 
21)この証言は20分間つづく。裁判の過程で，「太陽のせいだJ(1198）と手短かに犯罪の動機を述べるほ
かは，積極的に弁護する機会を与えられないムルソーとは対照的である。
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こうしてジュリアンは，犯罪によってではなく，支配階級への挑戦的態度によって裁かれるこ
ととなる。
ムルソーの場合もまた，犯罪についてなさるべき審理が，「事件とはfiJの関係もない」（1173) 
母の通夜・煙葬の日の彼の態度およびその翌日の行為についての審理にすりかえられてしま
う。すなわち，母の遺体を見ょうとしなかったこと，母の枢を前にしてカフェオレを飲み，煙
草を吸い，眠ったこと，涙を流さなかったこと，母の年を知らなかったこと，そしてマリーと
一緒に泳ぎ，フェルナンデ、ルの映画を見，寝たことが，裁判で問題とされ，無意味な出来事の
一連の継起にすぎぬこれらの行為に意味づけが行われ，まったく違ったふうに解釈されること
となるのである。 I陪審員の方々，その母の死の翌日，この男は，海水浴へゆき，不真面Llな
関係をはじめ，喜劇映i両を見に行って笑いころげたのです。もうこれ以上あなたがたに申すこ
とはありません。」（1192）と検事は論告し，社会の「最も本質的な！車を無視する」（1198）「道
徳上の怪物221」0193）として，「精神的に母を殺害した」（1197）廉で，主人公に死刑を要求
し，［アウトサイダー」としてムルソーを社会から抹殺してしまうのである。
裁判に同席しこの理不尽な判決を聞きながら，我々読者は三人の主人公が加害者であるこ
とをいつしか忘れてしまう。そして，主人公に死を言い渡す体制側に反搬を覚え，主人公が無
垢な犠牲者にうつるようになる。加害者から犠牲者への巧妙なトリックが成立するのであ
る231。
判決後，二人とも，「至高の存在」を発見し，自己本来の姿を見出し，幸福を感じながら死
を迎えるコそのことについては後述するとして，今はただ，二人とも徹底的に無神論を貫き，
神による救済を拒否する点を共通項として指摘するにとどめたし、2410
2 
投獄された後，ジュリアンが平静を保っていられるのも，彼が「高所」に身を置いているた
めである251。スタンダールにおける「高所」につL、ては，プルーストがつとに指摘している。
22）「道徳上の怪物」は中村光夫訳。
23）このトリックを可能にするのは，『異邦人」では一人称による「語り」の効果であり，『赤と黒』では
主人公ジュリアンの側にたった「語り」の効果であるが，この問題については本稿N部で考えたレ。
24）この点に関しでも， Castexの次のような指摘があるυAMeursault comme a Julien s’ofrait, en ef-
fet, la tentation de detourner le cours de leurs pensees vers l’image d’une vie eternelle; mais tous 
deux la repoussent avec une vehemence egale. (CAsTEx, op. cit., p. 47.) 
25）それに対L，死刑判決後，地下牢に移されると，ジュリアンはf理性的判断に支障をきたすようになり，
心の平衡を失うのである。「ところが，地pドの悪い空気がそろそろききめを見せはじめて，彼の理性
は少しずつ衰えていった。j(693）「地下牢の悪い空気はジュリアンにとてもたえきれなくなってきたJ
(697) 
カミュとスタンタゃー ／レ
まず，それを引用しておこう。
魂の諸感覚へのひたすらな愛好心，過去の復活，もろもろの野望からの解脱，陰謀への倦
怠は，死が間近いしるしであるか（獄中のジユリアン，もはや野望はない。レナール夫人
への，自然への，夢想への愛），あるいは愛に起因する解脱の結果であるかである（獄中
のフアブリス， しかしこの場合，牢獄は死を意味するのではなくてクレリアへの愛を意味
している）。このような魂の高揚は肉体が高所に住むことにつながっている（非常に高い
ところにあるジユリアンの獄房，そこからの景観は美しい，非常に高いところにあるフア
ブリスの獄房，そこからの景観は美しい）2610 
事実，ジユリアンは，ブザンソンの獄舎の， 180段の高さにある天守閣で，すは、らしい眺望
を1にしながら，世俗を超越し自由な夢想にひたり，レナール夫人や彼女とともに過ごした
ヴエルジーに思いをはせるのである。
「高所Jへのこの志向は，投獄される以前から，野望に燃えていた頃から存在していた。彼
が友人フーケを訪ねる際に立ち寄る，ヴエリエールを見おろす高い山の頂にある洞穴を思い出
そう。
彼はついに，太陽がボージヨレの遠山の後ろに没せんとするのに気がついた。（なぜここ
で夜を明かさないのだ？）彼はみずから反問した。（パンもある，そして自由だ）この自
由という美しい言葉のひびきに彼の魂は躍動した。偽善家の彼は，フーケのもとにおいて
さえ，自由な気持ちにはなれなかったのだ。頭を両手にささえ，平原を見わたしつつ，夢
想と自由のよろこびに心をときめかしながら，ジュリアンはこの洞穴のうちで，生まれて
かつてない幸福な気持にひたっていた。たそがれの光線が一つずつすっかり消えてしまう
のを，べつに気にもとめずにながめながら。この広漠たる暗やみのなかで，彼の心はやが
てパリで出会うだろうことをさまざまに夢想した。（284285) 
「高所」は，このように，主人公に，思索，「夢想」，「自由のよろこび」，幸福感を可能にし
だ竺竺である2710 他ならぬこの洞穴に，ジユリアンは遺言によって埋葬されることとなる
26) Marcel PRousT, Notes sur Stendhal in Contre Sainte-Beuve, Biblioth. de la Pleiade, Gallimard. 1971. 
p. 654. 邦訳，鈴木道彦訳，「スダンダー ルにつレての覚え宍」in『プルー ス卜全集15』，筑摩芹房， 1986,
pp. 175 176. 
27）この山への小旅行の後，ジュリアンは「自分が変わったj，「L、わば高所から見おろす」（288）という
客観的な批判l能力が身についたと感じるようになる0.ま元，反省や省察を促す「高所」の役割につL、て
は，シエラン司祭から訓戒を受けたあとのり；（259）を参照のこと。
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のだが，主人公が幸福感に満たされるこの場面では，洞穴は，単に「高所」に｛立置しているだ
けではなく，ほの暗く，静かな空間になっていることに注［jしておきたL、。
また，眼下にひろがる景色を術敵できる「高所Jは，優位性や支配といったイメージと結び
っく。「高所」に上ることは，あたかも社会的地伎をと昇するかのように，ジュリアンの野望
をかきたてる。先程の引用文でも，「夢想」はついにははるかパリへと向かつてレったのだか，
その例をいま Aつあげておこう。
君にも話したことだが，いく度かこの洞窟の中に夜こっそりとかくれて，フランスのもっ
とも富んだ地方をはるかかなたに見わたすと，野心がおれの胸を燃やしたものだった。
(698) 
この意味で，彼が「聖典」（235）の一つ，『ナポレオン軍の戦報の集録Jを携えて山に登るの
は示唆に富む。
彼の行動の唯一の規範であり，熱情の対象である例の本をもって，彼はこの岩の間へやっ
てきた。彼はそこに，幸福と悦惚と，そして元気を失ったときの慰荷とを，同時に見いだ
すのだった2810 (265) 
こうした「高所」の意味を考えあわせると，ジユリアンが登る「高所lのはるか上雫を飛期
する「はやぶさJの意味が一層鮮明に浮かびあがってくる。それは彼が「理想のモデル」（298)
とする孤高なナポレオンの象徴に他ならなL、。
ジユリアンは巨岩の上につつ立って，八月の太陽にやカミれた空をながめたo 苧みは岩の下
方の野に鳴L、ていた。それが鳴きやむと彼の周囲はすべて静寂であったn 彼は二十里にわ
たる地方を足下に見わたした。はやぶさであろうか，時おり，彼の頭上の大きな岩の聞か
ら飛び立って，羽音もたてずに巨大な円弧を描くのが認められた。ジュリアンのlは，機
械的にその猛禽のあとを追っていた。その静かな， しかも力のこもった運動が彼の心を打
った。彼はその力をうらやんだ。その孤独をうらやんだ。
それはナポレオンの運命だった。（276277) 
社会的な高みへ，出世へと精神を高揚させる「高所」のイメージは，カミュには見受けられ
28）ジユリアンが『セント＝へレ十日記』を読んでし、たのも，梁の上でだったの p.232参照。
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ないが，カミュの主人公たちが幸福を感じる空間，いわば「特権的雫間」もまた「高所」に位
置するという共通点をもっているυ
カミユの作中人物中，「高所」への志向がもっとも激しい人物は，クラマンスであろうのタ
イトルから容易に想像されるように，『転落』 LaChuteの中では，「高所」への志向とともに
「穴倉」や「地下室」などへの厭悪が表明されている。なかでも興味深いのは，『赤と黒』の
ブザンソンの天守閣や『パルムの僧院』 LaChartreuse de Parmeのフアルネーゼの塔を想起
させてくれる次の一節である。
わたしの考えでは，牢i款の独房や地下室のなかでは，人は膜想するどころか（牢獄が視界
の広い塔にある場合は別ですがね），かびだらけになるのが関の山です2910
ムルソーの牢獄もまた「高所」に位置している。
刑務所は街の高みにあったから，小窓からは海が見えた。 0177)
これはスタンダールの牢獄のレミニツサンスであろうか？『異邦人』の舞台となるアルジエ
は，海沿いの丘に拓かれた街であり，どこの曲り角からでも海をliにすることができる。事実，
カミユが通ったリセ（現在は LyceeEmir Abdelkader）を少し上った小高い丘の中腹に牢獄
があるが，そこからもやはり海が見える。したがって，実在の牢獄がそのままモデ、ルになった
とも考えられるのである。だが，この問題については後述するとして，今は，獄中のムルソー
にかえろう。
判決後，ムルソーは独房を変えられる。今度は「空しか見えなし、」（1202）部屋だが，同じ
i試合に，つまり「高所」にいることに変りはないの街の物音が静かに立ちのぼってくる，ほの
暗いこの独房で，ムルソーは精神の自由を保持し死と対峠しつつ思索にひたるりそして最後
には，司祭に反抗の叫びをあげ，無垢性を獲得し，世界の優しL、無関心に心をひらき，幸福感
に満たされていくのである。
そして，私もまた，全く生きかえったような思いがしている。あの犬きな憤怒が， t.lの罪
を洗い清め，希望をすべて烹にしてしまったかのように，このしるしと星々とに満ちた夜
を前にして，私ははじめて，世界の優しい無関心に，心をひらいた。これほど世界を自分
29 l CAMus, Theatre, Re，α＂ts, Nouvelたs,op. cit., p. 1488. （以下 Pl.Iと目前日）
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に近いものと感じ，自分の兄弟のように感じると，私は，自分が幸福だったし今もなお
幸福であることを悟った。（1211)
このように，スタンダールとカミュはともに「高所」への好みを示している。ただ，両者の
微妙な差異にも気がつく。スタンダールの「高所」はすべて，主人公に術鰍を可能にしてくれ
る場であった。カミュの場合，すでに指摘したように「高所」には野心をかきたてる機能はな
レし，眺望もほとんど問題にならなL、。『不貞』 LilFemme adultereのジャニーヌが悦惚感に
ひたる，はるか地平線まで見わたせる保塁はむしろ例外的で、，通常は，判決以前にムルソーが
過ごす海の見える独房や判決後に移される断片的に空の見える独房，あるいは『育字と青写の
あいだ』 Entreoui et nonの窓の一つしかない部屋や『生い出ずる石』 LilPierre qui pousseの
ダラストが石を置く扉があいたままになっている小屋のように，かすかに外界の景色が見え，
世界と通じている空間である30)0
差異の第二点は，カミュにとっての「特権的空間」は，「ほの暗く，静かで，高みに位置す
る31）」という共通項を備えているのに対し，スタンダールの「高所」には「ほの暗さ」という
要素は稀薄になっている点である。先に177ページに引用した，カミュ的な「高所」を思わせ
る暗い洞穴は例外的なものとL、えよう。眺望を可能にするには，なによりも「明るさ」が不可
欠な要素として要求されるからである32)0
3 
よく言われるように，スタンダールにとって，人生の目的とは，幸福の追求に他ならなし、。
カミュもまた，作中人物の口を借りながら，「生きそして幸せになること」が人生の目的であ
り，人間の義務であると繰り返し述べている3310 100年余の時の隔たりを超えて，二人の作家
30）閉ざされているヨナの屋根裏部屋もやはり例外的といえよう。
31)拙稿，「アルベール・カミユにおける特権的瞬間ーく梓と刊との合間〉ーとその変容につい
て」 in 『フランス文学研究 5~，広島大学フランス文学研究会， 1986, p. 52. Entre oui et昨onに描かれ
ている部屋が，カミユにおける「特権的空間」の原風景となっている。詳しくは，拙稿を参照されたL、0
32）厳密に言えば，スタンダールの「高所」はカミュのそれよりもはるかに高い位置にあるO また「静け
さ」についても，両者には微妙な違いがあるC スタンダールの場合は，通常，「静寂」と言ってもいレ。
それに対して，カミュの場合は，完全な「静寂」ではなL、。外界から完全には遮断されず，外界の物音
が「半は可申し殺されたようにJ(Pl. I, p. 1651）聞こえてくる，そんな「静けさ」をさしている。
33）『幸福な死』の中には次のようなことばがある。（…） il semblait que la seule tache des hommes fo.t 
de vivre et d’etrモheureux.(La Mort heureuse, Gallimard, 1971, p. 29). Et vous, Mersault, avec 
votre corps, votre seul devoir est de vivre et d’etre heureux. (Ibid, p. 70）また， Caligulaの作中人物
ケレアも《（…） j’ai envie de vivre et d’etre heureux.》（Pl.I, p. 78.）と言う。
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には，「幸福狩り 34）」とL、う共通のテーマが存在している。
実際，我々が対象としている二つの書物においても，このテーマが見出せる。ジユリアンも
ムルソーも，最終的存は幸福寺感下ながら処刑台へ向かつてし、く。では，一体何カ鳴らの幸福
を可能にしたのだろうか？ジユリアンの場合からさぐってみよう。
注25）であげたように，「高所」とは逆に，地下牢は彼の理性的判断を狂わせる場所だった。
だが，もし愛する人と会えるなら，たとえ穴倉の中ででも，辛抱強く待つことができるとジユ
リアンは思う。
おれを意気持宍させるのは，死でもなければ，地下牢でも，湿った空気で、もない，レナー
ル夫人のここにいないことだ。もしこれがヴエリエールで，あの人に会うために，穴倉に
ひそんで幾週間かの日をすごさねばならぬというのなら，おれはぐちをこぼすだろうか。
(692) 
死刑の確定したジユリアンは，野心に燃えたそれまでの生き方を否定する。もう彼にはマチ
ルドに対する思いはなL、。そして彼は，今や自分にとって唯一，真に価値あるレナール夫人へ
の愛にH覚め，幸福感に満たされる。ジユリアンのレナール夫人への告白を聞いてみよう。
ずっと以前に，あのヴエルジーの森を二人で散歩していたとき，わたしはずいぶん幸福に
なれたものを，あのときは激しい野心がわたしの心を空想の国のほうへいつもひっぱって
行ったのですο わたしの唇のすぐそばにあったこの美しいかわいい三の腕を胸にじっとお
しあてることもしないで，未来のことばかり考え，あなたを忘れていた。わたしはあのこ
ろ，えらく出世をするためにやらねばならぬ無数の闘争を心の中で、まじえていたのて、す…
・・まったく，あなたがこの牢屋へ来てくれなかったら，わたしは幸福というものを知らず
に死んでしまっただろう。（695)
『赤と黒』は二部構成をとっているが，第H部に入り，舞台がパリに移ってからは，第35章
の終末，ジユリアンに狙撃されるまで，レナール夫人は登場しない。しかしながら，彼の口ぐ
せー一一「なんという違L、かただ！」一一～とともに，マチルドと比較しながら， レナール夫人の
面影はジュリアンの脳裏に煙ってくる。
34) A. Maquetは次のように指摘する。 Etde fait, qu’ont ils fait d’autre tous les deux sinon s’句uisr 
a travers les etres de leur imagination, dans la representation d’une chasse au bonheur qui de l’un a 
l’autre oscille du plan individuel a l’exigence collective. (Albert MAQUET, St印 dhalet Camus in Com-
munications presentees au Congres Stendhalien de Cititavecchia, Marcel Didier, 1966, p. 336. 
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ムルソーの記憶の中に生き続け，物語中に遍在している。しカ、しなヵ；ら，も登場しない母は，ジユリアンにとってレナール夫人とはL、かなる存在だったのだろうか？「最愛の女性」，確
なんらかの形で母への言及がなされていない章は 1章もないことからも，レナール夫人には作品中で一度もかにその通りだ。だが，愛する女性としての側面とともに， ムルソーの母への思
いが並々ならぬことがうかがえよう。触れられないジュリアンの母に代る側面があるのではなかろうか。『異邦人』との比較の上で，
カミユの作品においては，「母」には名前がついてはいない。本稿皿部1章の分析とは逆に
このことによって「母」が絶対的な存在であることがよく示されていると思うが，とりわけ『異
特にこの点を強調しておきたL、。家庭教師としてやって来て間もないジユリアンに下着が不足
しているのを気にし，その購入金を与えようとするあの態度，あれは女主人のものではないし
直接結びついている一般的なマ「号Jメはなく，「言葉や考えや涙さえもこえて，
と感じることのできる唯一の存在おりである「7マン」となっているのは注目に値しよう。
邦人』では，レナール夫人の恋人のものでもない35）。子供に対する母親の態度以外の何ものでもあるまL、。
このような母性的な側面が感じられるのはこの一件だけではない。 ~ 
」ー
ムルソーと母との聞に，幼児とその母との関係と同質のものを
二人の聞には，全幅の信頼と愛が存在しているみてとることができるからである。すなわち，わが子と同じジュリアンは彼女をたしなめなければならなかった。彼女は彼に向かつて，
のである。じっさい彼女は，彼をちょうどわようになれなれしくふるまったりすることがあるのだ。
が子のようにかわいがっているような気持にふとなる日がときどきあった。（307-308)
のことばの使用から，我々は，
死刑確定後，ムルソーは母を思い，母もまた現在の自分と同じ状況にあったことを理解する。
生命の灯が一つ一つ消えてL、く養老院で残された日々を過ごした母の立場と，処刑を間近に控
えた死刑囚の立場はなんと似通っていることだろう。死を前にして「？？持Jを持ち，
生きかえった思いで「生涯をやり直す振りをした」 0211）母をムルソーは理解し，母に倣つ
まったく10歳年上の夫人のこのような母性的な愛をジユリアンもまた感じていた。 175ページに引用
ジュリアンは，夫人が自分を「母親のようにL、たわって」くれたと裁判で証言すしたように，
自分がたったいま生きてきたばかりの話て自己の生を生き直そうと決意する。「そして彼は，を彼女に対して抱いていたと付自分自身「子供の親に対するごとき無限の愛情」（675)るし，
その話が『異邦人』になる37リのである。を物語ることでそれに成功するのだが，け加えるのである。結末部の愛の発見は，愛する女性の発見であるとともに，不在の母の発見
このようにムルソーは最終章になってはじめて母を心から理解するわけだが，『異邦人』を，でもある。スタンダールの小説によく出てくる二人の対照的な女性のうち，庇護者的な女性は，
こうして『異邦人』である意味では，母への真の理解に至る奮として読むことも可能だろう。スタンダール自身その愛を7歳までしか受けることがなかった母に代る側面をもった女性とし
もまた，『赤と黒』同様，母という「至高の存在」の発見というテーマが見出せるのである。て描かれているといえよう。
マリーとの最初の面会の後，それではムルソーの場合はどうだろうか？投獄された直後，
IV との手紙が届いて以もう面会の許可はおりないだろう」（1177)彼女から「妻ではないから，
マリーと肉体を接することがもうありえつまりムルソーがもう自由人ではないと自覚し，来，
自己の本来の姿を発見するまでのジュリアンを動かし獄中でレナール夫人への愛に目覚め，
ムルソーにとって恋人マリーは存在しなくなる。もとよりムルソーはマ
リーを愛してL、たわけではなL、。ムルソーにとってマリーは，性的な欲望の対象にすぎなかっ
たのである。ムルソーの次のような見解もこれを裏付けてくれる。 それは自己の欲望の充足，野心の達成の感’情に他ならなし、。時代は1830年。もは
やナポレオンの時代，「赤」の時代は過去のものである。立身出世しようとすれば，「現代流の
軍服」（525）である「黒」の僧服をまとわざるをえなし、。ジユリアンは，ラテン語の『新約聖書』またお互いを思われわれを結びつける何ものもなく，今や離れ離れの二人の肉体以外に，
それはあくまで将来僧侶になるためであって，彼自身，信仰心はまっ
36) Roger GRENIER, Notice in αuvres completes d’'Albert Camus 7, Gallimard et Club de l'Honnete 
Homme, 1983, p. 108. 
37) Paul VIALLANEIX, Le Premier Camus in Cahiers Albert Camus 2, op. cit., p. 116.邦訳， oρ.cit., p. 
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ないとわかって以来，
ていたもの，
を全部暗記しているが，い起こさせる何ものもない。 (1206-1207)
ムルソーと精神的な紳で結ぼれているのが母である。生前は物語の中に一度
35）もちろん， この段階ではまだ二人は恋人の関係になっているわけではなし、。
こtもに弁すして，
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たくもってはいなし、。こうしてジュリアンは，自己の本心を，「立身出世という野心」（259)
を，偽善の衣の下に包み隠し「黒」の時代を生きようとする。モリエールの作中人物で、典型
的偽善者のタルチュフは，彼の「師匠」（525）の一人で， Tこびたひ
くれる38） 0 
だが，彼の本当の「師匠Jは他にいる。それは「フランスの青年たちのために，神からつか
わされた男」（304）ナポレオンである。ウルトラ（極右）の時代にナポレオン崇拝をひた隠す
彼は，ベッドの中，藁ぶとんの奥深くに，皇帝の肖像画を隠している。彼の三つの「聖典」
一一『告白391~ 『ナポレオン軍の戦報の集録』『セント二へレ十日記』ーーを思い出そう。この
「聖典Jの一つを携えて，野望をかきたてる「高所」に登るジュリアンの姿，その上空を飛掬
する「はやぶさ」の描写を想起していただきたい。彼の野心はナポレオンによってかきたてら
れるのである。
発砲によって一切の野心がついえさるまで，作品の舞台は，架空の田舎町ヴ、エリエールから
首巴ブザ、ンソンへ，ブザンソンから首都パリへといったふうに，上昇曲線を描いていき，それ
に応じて，ジュリアンも出仕してL、く。我々はここに，フランス大革命によってもたらされた
自由・平等思想を体現し，社会階層をはい上ろうとする一平民のエネルギーをみることができ
るし，パルザ、ツクの『人間喜劇』 LaComedie humaineやモーパッサンの『ベラミ』 BelAmi 
との類似構造を指摘できるだろう。
ただ，ジユリアンは，自己の感情をいっさい押し殺しひたすら立身出世を願う野心家，た
とえばラスティニヤツクやジョルジュ・デ、ユ・ロワのような野心家とは異質な側面をもって
いるのも事実である。『赤と黒』でこの種の出世主義者を具現する俗物ヴアルノに反感を覚え
ることが何よりもこのことを証している。また，具体例は避けるが，ジュリアンは，鋭敏な感
受性をもち，心優しく，名誉を重んじ侮辱には耐えられぬ高貴な魂の持ち主でもある。それゆ
えにこそ彼は，偽善者や野心家やエゴイス卜の典型に堕さず，いつまでも読者の心を魅了する
普遍的な人間像にまで高められているのである。
では次に，恋愛感情について考えてみよう。すでにみた獄中で、のレナール夫人への愛の日覚
めを可能にするための伏線が，第 I部には，いくつか巧みにしかれ，ジユリアンの純粋な心が
我々読者に伝えられる仕組になっている4010 だが，投獄されるまでは，恋愛においても，ジユ
リアンの心を支配し彼の行動を規定するのはナポレオンであり，「義務Jdevoirという観念
であるη それにさえぎられ， L、わば盲目になっている彼のけには真の愛の姿は見えなかったと
38) pp. 629-630参照。
39）ルソー『告白』についての言及は p.235参照。
40）たとえば， p.279, p. 302, p. 303, p. 325, p. 326, pp. 422 423等参照。
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いえよう。以下，使用例をいくつかひろいながら，頻繁に彼の口にのぼるこの「義務Jという
ことばについて考え，第 I部における彼のレナール夫人に対する恋愛感情をさくやってみた
菩提樹の木の下での夕涼み，閣の中で，ふとジユリアンの手がレナール夫人の手にふれるO
その手はずばやくひっこめられてしまう。その瞬間，彼は，「自分の手がふれても，その手を
ひっこめさせないようにするのが，自分の義務だ」と思い，「義務をはたさねばならぬ，もし
それを実行できぬときは，もの笑いになる，というよりはむしろ自分はひとに劣るのだという
感情を，あまんじてうけねばならぬ」（265）と思うのである。レナール夫人との接吻へと彼を
駆りたてるのも他ならぬこの観念である。「（おれともあろう人聞が，この失敗の償いをせずに
すますとし寸法はなし、）そして皆がほかの部屋へうつるときを利用して， レナール夫人に接吻
するのが，おのれの義務だ」（294）と信じこむのであるの夫人とのはじめての夜も，この「義
務」の観念のために，ジユリアンは逸楽に酔うことができない。「自分の力で相手を夢中にさ
せておきながら，そのたわいもなく取り乱した姿や，それが悔恨に刺激されてますます熟して
ゆくところに心をとめるどころではない，義務の観念が」瞬といえども彼の頭を去らない。実
地にやってみせようと自分できめておいた，理想のモデ、ル（型）を離れたら，おそろしい悔恨と
一生のもの笑いを招くように思えて，それが心配になるのだった。」（298)
三例あげたこの「義務」ということば一一引用文中の傍点部は原文てはイタリツクになり強
調されているーーの意味，それは自己をナホ。レオンと同一視する意識のあらわれに他ならない。
この場合，ナポレオンなら，ためらわず，手をにぎるだろう，接吻するだろう， 一夜を共にす
るだろうとジュリアンは思い，想像上のナポレオンと同右行動をとるのが自己の「義務」と考
えるのである。「作戦計画」（293）に従って，一段階ごとにレナール夫人を征服するたびに
ジユリアンが「日早り義務，円、李英雄的な義務を果たした」（269）満足感に酔いしれながら，
あたかも戦果を確認するかのように，『ナポレオン軍の戦報の集録」を読むのはこの点で示唆
に富む4110 つまり，ジユリアンには，恋愛においてもまた，ナポレオンが「埋想のモデル」と
なっているのであって，ルネ・ジラールが見事に解明したような，主体（＝ジユリアン） ・対
象（＝レナール夫人） ・モデ、ル（二ナポレオン）という「欲望の三角形421jが形成されている
のである。
『赤と黒』から100年以上の歳月を経て，『異邦人」は出版された。新興ブルジヨワジーを駅
41) p. 269, p. 279参照。
42) Rene GmARD, Menso叩~ge romantique et Verite romanesque, Bernard Grasset, 1961, p. 20. 邦訳，古
田幸男訳，『欲望の現象学』，法政大学出版局， 1984,p. 7. 
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りたてたあの立身出世への野心も，階級間対立が稀薄になり，民衆が小市民化していくにつれ，
もはや個人を動かす強力なエネルギーたりえなくなった。のみならず，ヨーロツパが戦場と化
した第 4 次世界大戦の後，神や文明や「進歩」といったもろもろのヨーロツパ的な価値観は決
定的に崩壊してしまう ο すがるべき価値はもう存在しなL、。こうした時代の流れを反映して，
『呉邦人Jの主人公ムルソーはジュリアンとはまったく異なる人物像を示すこととなる。
ムルソーの行動の特徴は，自己の感情を偽ろうとはしない点にある。たとえば，母の死に際
しても，彼は演戯によって涙を流そうとはしないし， t埋葬の翌日，気のむくさまに泳ぎに行き，
再会したマリーと喜劇映画を見て，一夜を共にしてしまう。彼はあくまでも自己の感情に忠実
に生き，演戯を拒む。偽善的に生きていたジュリアンとは対照的である。
ムルソーには「理想のモデル」とすべき人物はいないしもちろん「義務」といった観念と
も無縁である。彼はアルジェに住む平凡なサラリーマンにすぎない。水i谷，映画，タベの散歩，
そして週末にマリーに会うのを楽しみに，単調な日々を送っている。だが，その生活に十分満
足していて，生活を変える気はまったくなL、。学生時代には野心を持っていたが，今では野心
はなく，野心なんて「実際無意味だ」と思っている。社長からパリ栄転の話をすすめられでも，
「どちらでも私には同じことです」とすげなく断ってしまい，社長からは「君には野心が欠け
ている」（11551156）と言われてしまう。野望に燃えていたジユリアンとは好対照だ43)0
恋受感情はどうだろうか？すでに指摘したように，ムルソーにとって恋人マリーは性的な
欲望の対象にすぎなL、。スタンダールが『恋愛論』 Del’'Amourの中で述べた「結晶作用」な
どみられない。マリーとは再会したその夜，ベッドを共にしてしまうのだから。いわば本能に
よって動いているムルソーには，当然、のことながら，「モデル」は存在しないし「三角形的欲
望」は形成されなL、。ジラールの言葉を借りれば，主体がそのまま欲望の対象へと向かう「直
線的欲望441」となっているのである。
2 
例によっての話晦趣味から，スタンダールは第三者を装いながら，自作『赤と黒』の占評原
稿を残している。 1900年にならなければ＼読者を得ないだろうと予百したスタンダールは，当
時流行していたウオルター・スコットの歴史小説を批判しながら，『赤と黒」の斬新さを次の
ように白負している。
43) Castexは次のように日うοII(=Julien) incarne une ambition qui, pour Meursault, n’a pas de sens 
（…） (CASTEX, op. cit., pp. 43 44.) 
44) R. GIRARD, op. cit., p. 16. 邦訳， op.cit., p. 2. 
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ウオルター・スコッ卜の天才は中刊：を流行させた。主人公のいる部屋の窓から見える景色
の描写に2ページ使えば成功は疑いなかった。さらに2ページを主人公の服装の記述にあ
て，またさらに2ページを主人公がすわっているソファの形の描出にあてるりド スタン
ダール氏は，この中tlf；とし、うやっ， 15世紀の尖頭迫持や服装にうんざりして，あえて1830
オ〆ウ
年におこった事件を語り，レナール夫人とラ・モール嬢が着ているドレスの形については，
なに一つ読者に知らさなかった4510
事実，スタンダールにあっては，家具や装飾品や衣服などの細密な写実的描写はみられない
しスコットの影響を強く受けたパルザ、ツクにおけるような，主人公の属する階層や家柄や家
族，主人公が住む地方や町や家の冗長な説明も稀薄になってし、る。だか，スタンダールにもそ
の名残りがーーもっとも，時代的にはスタンダールはパルザツクに先行していたが一一認めら
れるのも事実である。我々読者にまず知らされるのは，架空の町ヴエリエールであり，その住
民たちであり，後にジュリアンの周辺を彩ることとなる登場人物たちであるυ ジュリアンの存
在は，第3章のレナール夫妻の会話の中ではじめて紹介されるし461，我々読者が主人公の姿を
けにし，「ジュリアン」という名を知るのは4章になってからのことであるのたとえば，バル
ザックの『ベアトリックス~ Beatrixに比べると，主人公の登場までは極端に単純化されてい
るが，それでもその間，プレイヤッド版で13ページを要している。我々読者はこのように，主
人公の周辺から，いわば外部から徐々に主人公に接近してL、く。このような手法の内に伝統的
小説の名残りか見てとれるのである。
とともに，そこに演劇の影響をみることもできるのではないだろうか。「1798年， 17歳のス
タンダールがパリへ出た時の夢は，モリエールのように喜劇を書き，女優を愛人に持つことだ
ったという 471」。スタンダールのモリエールへの傾倒ぶりは，すて‘にみた作品中のタルチュフ
へのたび、たびの言及にもみてとれるが，噂話という形で読者にまずその存在を知らせ，ついで
登場するという手法は芝居の常套手段である。事実，タルチュフもまた，噂話の後，第三幕に
なってやっと登場するのであった。
それに対して，『異邦人」では，「きょう，ママンが死んだ」 (1127) といきなり，主人公ム
ルソーの乾いた肉声が我々読者に聞こえてくる仕組になっている。我々がまっさきに立ち会う
のは主人公の内面なのである。
また，『赤と黒』は，パルザツクの小説の旨頭部にみられるような「日付をまず明示する日
45) STENDHAL, Sur Le Rouge et le Noir in Romans, op. cit., p. 703. 邦訳，鈴木昭一郎訳，「『赤と黒』に
ついて」 in『スダンダー ル全集 IJ，人文言？院， 1968,p. 571. 
46）「製版所のせがれのソレル」（228）としてである。
47）大岡昇平，「モリエー ルとスタンダー ル」 in『大岡昇平全集 第13巻』，中央公論社， 1974,p. 638. 
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付型インシピット481」をとってはいないが， それでも「1830年年代記」とし、ぅ副題が示すよう 彼（＝ジユリアン）は乱暴に彼女（＝レナール夫人）をつきのけ，組んでいた腕をふりほ
に，「日付型」の小説になっていることに変りはなく， 18歳から23歳までのジュリアンの行動 どいた。
を跡付けていくことは可能である。それに対し，「小説Jと銘打たれた『異邦人』では，「パス」 幸いとレナール氏は， この再度の無礼に気つずかなかった。（270)
「映画」「電車」「電話」などから， 今世紀のものとは判断できても， 正確な日付を打つことは
まったく不可能であるし， 主人公の年齢も30歳だと推測できる程度である491。 語り手はこのようにジユリアンに味方する。そして，徐々に， すでーにみたような 単なる野
主人公の顔はどうだろうか？『赤と黒』では，はじめての登場の場面にかなり詳細な説明が 心家ではなく，人間味をそなえた主人公に読者を感情移入させ，一体化させていく。こうして，
加えられていて， 野心に燃える青年像が浮かびあがってくる。それに対し，『呉邦人』では， 先に述べた「加害者から犠牲者への巧妙なトリック」を成立させるのである。
ムルソーがどんな顔をしているのかよくわからなL、。「まるで自分自身の限でながめられてい 「小説中の人物はかれらなりの提をもっている。そのもっとも厳しいものは，小説家は人物
るような，奇妙な印象をうけた」（l186) という若い新聞記者の描写から推測する他ないので の目撃者となるか共犯者となることはできょうが，決して同時に両者にはなりえないというこ
ある。 とである51)」とサルトルは，神の観点に立っているとしてモーリヤツクを批判している。 こσコ
このようにいくつかの相違点が見出せるが， その最たるものは，両作品の「語り」の違いで 批判をあてはめるのは少し酷だが， スタンダールもまた，いわば神の立場，「目撃者」と「共
ある。 この差異が， 今までみたすべての相違点をつくりだしているとL、えよう。 犯者」の相方の立場にたっているのである。
『赤と黒』は三人称で書かれているが， そこには， よく言われるように501, 二つの大きな特 それでは『異邦人』はどうだろうか？
色があるn ひとつは，語り手が神のごとき立場にたっている点である。小説の冒頭部では， あ 『呉邦人』は主人公ムルソーの手記とし、う体裁をとっているが，話者の現在時は最終章にあ
たかもカメラで追っているかのように， ヴェリエールの町が映し出されてL、く。士地の者かあ り， 司祭への反抗の後， 母を理解し， 母に倣い，すべてを生き直す気持になって，「今や私と
るいは一旅行者を装った語り手が 1章で登場するが， この客観性はすぐに放棄され，語り手は は永遠に無関係になった一つの世界」（1211),つまり自らの過去を，死刑に至る直接の原因と
自由自在にすべての作中人物の内面に入りこみ， その心の動きを分析しはじめる。 そのような なった母の死から書きとめたものと考えられる。 この小説は一人称小説であり， したがって，
例は枚挙にいとまがない。 一例だけあげておく。 我々読者は語り手ムルソーの感覚や意識を共有することによってしか作品世界を歩むことはで
しかし，彼女（＝マチルド） の姿がすっかり見えなくなったときに，彼（＝ジュリアン）
きない仕組になっている。つまり，我々は，語り手でもあるムルソーの内部から，ムルソーの
主人公の行為を追体験し，主人公を理解し， 主人日というレンズを通して外界を眺めながら，
はどんなことを考えたか， それを見抜きうる人があるだろうか。彼は，彼女が「L、けませ 公に感情移入し， 主人公と一体化していくのである。 こうして主人公の「共犯者」となるわけ
ん」という言葉をいったときの命令的な口調に腹をたてていたのだ。（523) だ。すべての作中人物の内面を知らせてくれた神のごとき『赤と黒』の語り手とは異なり，第
三者がムルソーのことをどう思っているのか我々には知る由もない。我々読者が理解できるの
し、ま一つの特徴は，注23)で述べた， 主人公の立場に立った「語り jという点にある。たび はムルソーだけである。
たび｛吏われている「われらの主人公」 notreherosということばからも語り手（＝作者）の主 ところが，裁判では， I部でのムルソーのさして意味があるとも思えなかった行為あるいは
人公への肩入れがみてとれるのだが， ここでは；， 作品中に多用されている「幸いと」 ムルソーから積極的に説明がなされていなかった出来事が，外部から眺められ， 一つ一つ論理
(heureusement, par bonheur）とL、うことばの具体例を一つあげておこう。 的に再構成され， ムルソーには， つまりは我々読者には思いも及ばぬ意味づけが行われること
となる。 ムルソーと共に論告や判決を聞きながら，我々は，いつしか不当な裁判に対する怒り
48）杉山 毅，「現代フランス小説における冒頭の文章Jin古悶敬一編，『レトリッケと文体』，丸善， 1983, を覚えるようになる。そして， ムルソーが一人の人聞をあやめた加害者であることは忘れ，我
p. 78. 
々の心には，彼が社会の犠牲者として，無垢な存在として映るようになる。『赤と黒』とはま
49) p. 1206参照。
50）たとえば，生島遼一，「『赤と黒Jについてjin『フランス小説の「探求JI，筑摩書房， 1979,pp. 
145 147参照。
51) Jean←Paul SARTRE, M Frani;ois Mauriac et la liberte in Situations I, Gallimard, 1947, p. 48. 邦訳，
小林正訳，「フランソワ・モー リヤツク氏と自由」 in『シチユアシオン I』，人文書院， 1972,p. 41. 
??
-190 （怯本陽 lE) カミュとスタンダー ／レ -191-
v 
きな政治的裁判を何度か体験していた53りことも事実である。さらに言えば，神の存在しない
今，神に代って人聞が人聞を裁くことが許されるのかとし、う問題意識を終生カミユが抱き続け
ていたことも事実であるO
死刑についても同様のことが言える。『異邦人」や『ギロチンJReflexions sur la guillotine 
に盛り込まれた，死刑執行を見に行き，帰宅後，日匝吐を催す父親の話を母から聞いたのは， 10
歳ぐらいの頃だったろうとカミュは証言している54)0 こうして潜在化した死刑への関心は17歳
の時，結核に倒れ，死と隣りあわせの生活を余儀なくさせられた少年に，「人聞はみな死刑宣
告された者だ」とL、う絶望的な自覚を促すこととなる。以後，このテーマもカミュにとりつい
て離れぬものとなるのである。
裁判や死刑といったテーマが『異邦人』に固有のテーマであれば，そこに「仲介者」の影響
の痕跡を認めることもできるだろう。しかし，今みたように，それらのテーマはカミュの作品
に通底するテーマであり，したがって，個々のテーマの影響は認めがたいのである。
だが，逆に，単なる偶然の一致とも考えがたい類縁性も認められた。これをどう考えたらい
いだろう？
個別的なテーマはある，それらが互いに結びつこうとしている，『赤と黒』の読書体験がそ
こに刺激を与え結合を促進したと考えることはできなL、だろうか。つまり，「触媒」として機
能したと考えることはできないだろうか。
絶筆した『幸福な死』 LtzMort heureuseから『異邦人』への移行には，三つのポイントが
考えられる。すなわち，三人称の「語り」から一人称の「語り」への変化，単純過去形から複
合過去形への時制の変化，ストーリーの変更がそれである。ストーリーについては，主人公の
殺人・主人公の死という共通性が認められるものの，被害者の教唆による殺人にはじまり主人
公の病死に至るというプロットに代えて，錯乱状態からの発砲一裁判一死刑判決という『赤と
黒』と同ーのストーリーを導入したことが，『異邦人』成功の決定的な要因となったといえよ
う。カミュにとって強迫観念ともいえる，この，殺人 裁判・死刑というテーマの結合を，『赤
と黒』の読書体験が促したのではなかろうか。
「触媒」が（動かぬと反応はおくれる。「触媒」がないと反応が完了しないこともあろう。し
たがって，『赤と黒』という「触媒」がなかったら，はたして1940年に『異邦人』は完成して
いただろうか，さらに言えば，完全に反応が完了した現存するような形になっていただろうか
とL、う疑問が残るのである。
ったく違った手法で，ここでもまた「巧妙なトリック」が成立するのであるο
『赤と黒」にひいたサン＝レアルのエピグラフを真似て，スタンダールは「小説というもの
は大道に沿うてもち歩かれる鏡のようなものだJ(557）と述べている。三人の作家は，自分た
ちが牛きた時代を先取りした新しし、小説技法を使って，同時代人の肖像画をうつしたしてくれ
ているο 午前はほとんど読まれることのなかったスタンダールには時代を先取りした側面が強
く認められるが，ロブ＝グリエ流に言えば，スタンダールは1830年代の新しし、小説を書いたの
であり，カミュは1940年代の新しL、小説をさいたといえよう。
類似性が深まれば深まるほど，差異もまた深まってL、く。はたして影響はあったのだろうか？
本稿第田部にたちかえり，最後にもう ・度，偶然の 4 致か影響かを考察して，論を終えたい。
まず，「高所」について考えてみよう。すでに触れたように，『異邦人』の牢獄は，スタンダー
ルのレミニッサンスの可能性もある。しかしモデ‘ルと覚しき牢獄が実在している点，そして
なによりも，カミュの他の作品中にも「特権的空間」としての「高所Jが数多くみられる点，
しかもそれらがスタンダールの「高所Jとは微妙に異なっていた点から考えて，『異邦人』の
牢獄にはスタンダールの影響は認めがたく思われる。
「至高の存在」につレてはどうだろうか？母性的な女性への愛の発見と母への真の理解，
そして幸福感に満たされる二人の主人公，確かに共通点はある。だが，ここでもスタンダール
の影響は認めがたL、。というのも，カミュにとって，母と共に過ごした幼年時代の思レ出は「魂
にからみついて離れない鳥もちのようなもの521」であり，それを告白という形で作品化するこ
とが，そもそもの彼の作家としての原点だったからである。少なくとも，カミュにおける「母J、
には，他者の影響が介在する余地はなかったはずである。作品の中のほは，その無名性によっ
て逆に，唯一絶対的な存在となっていたのを想起してほしL、。ただ， 7歳で見失った不在の母
の探求（スタンダール）と存在してはいるが黙して語らぬ母との紳の発見（カミュ）という酷
似したテーマが二人の作家にあったことは指摘できょう。
順序が逆になったが，最後に，ストーリーの類似について検討してみたし、。
『異邦人』の裁判については，『赤と黒』以外に，マルローの『征服者』やカフカの『審判』
の影響がよくいわれる。だが，『異邦人』が世に出る以前に，カミュ自身「アルジエリアの大
52) Albert CAMUS, Carnets I, Gallimard, 1971, p. 15. 邦訳，高畠正明訳，『太陽の讃歌 カミュの手帖ー
l』，新潮社， 1970,p. 1. 
53) Jean GRENIER, Albert Camus, Gallimard, 1969, p. 58. 邦訳，井上究一郎訳，『アルベール・カミュ回
想』，竹内書店， 1972,pp. 59 60. 
54) Albert Camus 1, Lettres Modernes, op. cit., p. 204. 
